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本学教員側等で受入内諾の有無を審査し、研究科長もしく
は研究所長名等にて受入内諾書を発行し、受入希望者本
人に発送する。

２０２０年２月７日（金）
※国際学生交流課締切

２０２０年２月２５日（火）

２０２０年３月中旬 研究科独自で支援決定通知書を発行し、該当者に発送す
る。

２０２０年３月

２０２０年５月

２０２０年１０月

各研究科から支援予定対象者に支援決定通知書を発送する。

※このフローチャートは、２０２０年に中国国家留学基金管理委員会が募集する「国家建設高水平大学公派研究生項目」の「学位取得博士研究生」に応募する者が、２０２０年１０月に入
学するまでの流れを示したものです。

支援決定通知書を受けとった留学生がCSCへ中国政府国家建設高水平大学公派研究生項目への申請を行う。
※ＣＳＣへ申請の際は、支援決定通知書に、本学大学院入試の「合格通知」を併せて申請すること。

CSCで中国政府国家建設高水平大学公派研究生項目の合格発表。受入予定教員は支援予定対象者から結果の報告を受け、合格している場合は、CSCが発行する「国家建設高水平大学公派研究生項目」合格証明書の写し又は通知書の写し【中国語及び英
語のもの２種類】を受入予定研究科事務を通じて、国際部国際学生交流課宛に提出する。

渡日・入学（「国家建設高水平大学公派研究生項目」に合格し、かつ本学の博士（後期）課程入試に入学する者）

各研究科から推薦された者の中からWGで支援予定者（案）を作成し、２月２５日（火）国際交流委員会において支援予定者を決定後、支援決定通知書を国際交流委員会委員長名で発行する。

受入内諾を認める場合、各研究科で選考の上、受入内諾候補者の順位を付して期日までに国際部国際学生交流課に必要書類を提出する。
※この時点での選考とは、入学試験によるものではなく、あくまでも支援制度に推薦するための推薦順位を決定するためのものです。
※該当する博士後期課程大学院入試に出願予定又は出願済みであること。

大阪大学における中国政府「国家建設高水平大学公派研究生項目」に基づく
「学位取得博士研究生」申請から入学までのフローチャート

２０１９年１２月
～
２０２０年１月２０日（月）
※受入打診者から指導希望教員への提出締切

２０２０年　月　日（　）まで
※各研究科にて期限を定めてください。

中国政府国家建設高水平大学公派研究生項目により大阪大学への留学を希望する留学生が在籍する中国側大学の教員等から本学教員に対して受入打診がある。支援制度による受入内諾を検討する場合、本学における「支援制度取扱要領」に定める支援対
象事項を満たしているかを必ず確認し、必要書類を受入打診者から提出してもらう。

受入内諾の打診があった留学生の受入を内諾する教員は、期日までに各研究科の担当係に必要書類を提出する。
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